
 

Instructions for use

Title 北海道で働き，暮らすということ

Author(s) 桜木, 紫乃; 斎藤, 歩; 保田, 優衣; 平本, 健太

Citation 地域経済経営ネットワーク研究センター年報, 12, 19-30

Issue Date 2023-03-31

Doc URL http://hdl.handle.net/2115/89050

Type bulletin (article)

Note パネルディスカッション

File Information REBN_12_019.pdf

Hokkaido University Collection of Scholarly and Academic Papers : HUSCAP

https://eprints.lib.hokudai.ac.jp/dspace/about.en.jsp


北海道で働き，暮らすということ

平本：それでは，後半のパネルディスカッショ
ンということで，まず最初に前半のお話を受け
てですが，桜木さんには，作家というのはどん
な生活をしているのだろう，1日どれぐらい書
いたり，取材はどうやっているのか，多分，多
くの方がほとんどご存じないと思うので，そん
な作家の暮らしというのをよろしければお話し
いただけますか。
桜木：はい。夜，風呂に入って顔を洗い，スト
レッチをやって寝ます。そして，朝，御飯を食
べて，顔を洗わずに 1日を過ごします。それ
で，一番原稿を書くのが乗ってくるのは午前中
です。その午前中をいかに持続させるかが集中
力との戦いなのですけれども，せいぜいもって
4時間なのです。
斎藤：立って書いているのでしょ，桜木さんは。
桜木：そうですね。
平本：立って書いているのですか？
桜木：腰を一回駄目にしてから，スタンディン
グデスクにパソコンを載せてやってたりもする
のですが，まあ何とか 4時間。いかにその乗っ
ている午前中の勢いを延ばすかなのです。です
から，お昼御飯は 2時になったり，とっても
乗った時は 3時になったりします。不規則とい
えば不規則なのですが。
平本：なるほど。ノルマというのはあるのです
か。ご自身に対する。
桜木：最低 1日 5枚は書きたいです。
平本：5枚というのは，何文字になるのですか。

桜木：何文字？ごめんなさい，古い人間なもの
で。400字詰め原稿用紙で 5枚です。
平本：400字で 5枚。なるほど。
桜木：2,000字でお願いしますと言われて，そ
れって 400字詰めで何枚ですかと聞くぐらいで
す。
平本：ありがとうございます。なるほど。そう
いう生活なのですね。
桜木：ちょっとだらしない生活です。
平本：いえいえ。毎日午前中の 4時間，5時間
をきちっと維持しながら，すごいと思います。
ありがとうございます。
　歩さんにも同じようにお伺いします。俳優さ
ん，それから演出家さん，劇作家さんの仕事と
いうのはみなさんなかなか分からないと思うの
です。舞台に立っているとか，映画やドラマに
出られ，その演技されている姿はイメージでき
るのですが，稽古であったり，演出であったり
というのは一体どういうようなものなのか，あ
まり分からないので，もしよろしければ，
ちょっとそこら辺の基礎編をお話しいただけま
すか。
斎藤：俳優としては，例えば映像の仕事なんか
に出る時はほんとに不規則なんです。けっこう
夜明け前に起きなきゃいけないことが多いで
す。夜明け前に起きて，マネージャーさんが迎
えに来たり，自分で出かけたりするのです。日
が出たらすぐ撮影をしたいわけじゃないです
か。

＜パネルディスカッション＞

　　　　　講演者　桜木　紫乃（作家）
　　　　　講演者　斎藤　　歩（劇作家・演出家・俳優）
　　　　　講演者　保田　優衣（フリーランス）
コーディネーター　平本　健太（北海道大学大学院経済学研究院 教授）
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平本：そうですね。
斎藤：日のあるうちに外のシーンを撮りたい。
ですから，割と夜明け前に出て，撮影がある時
はけっこう寝不足になったりすることがありま
す。
　札幌で芝居を作っている時，台本を書いてい
る時，そういう時は夜はけっこう早く寝て，朝
4時頃起きたりします。私も朝じゃないと書け
ないんです。それで，10時過ぎるといろんな
電話がかかってきたりメールが来たりするじゃ
ないですか。ですから，4，5時間が勝負なん
です。朝って，いろんなことを考えずに割と
ピュアにその作品の中に入っていけて，そこで
書けないと，午後になってくるといろんなこと
が押し寄せてきちゃって。
桜木：そうそう。
斎藤：ええ。全く書けないのです。なので，物
を書いている時はとにかく早朝。あと，家族が
起きてきたりするといろんな面白いことが始
まっちゃいますので，とにかく早朝にしていま
す。
平本：なるほど。
斎藤：それで，演出をする時，舞台の稽古をし
ている時というのは，その時々のカンパニーに
よるのですけれども，私らが今やっているサイ
クルでは，午後 2時にみんな集まってきて，大
体 7時，8時，9時，直前になると 10時ぐらい
まで稽古をずっとスタジオでやって，酒を飲ん
で帰るみたいな感じです。
平本：ありがとうございます。大学の先生も給
料をもらっているので，サラリード・パーソン
にはなかなか分からないような実態がよく分か
りました。
　保田さん，保田さんの働き方というのは先ほ
どプレゼンテーションの中で教えていただいた
のですけれども，逆に，仕事と学び，仕事と学
び，というのを繰り返しながら働くモードと学
ぶモードをうまく転換させていますよね。働く
時と学ぶ時で何か姿勢が違ったり，取り組み方
が違ったりというのはあるのですか。

保田：私個人に関して言うとそれはなくて，例
えば生活面でいくと，仕事にしても勉強にして
も私は逆に夜型で，朝がとっても苦手なので，
起きるのがそもそも 10時とか，さっき 8時か
ら仕事していますなんて言いましたけど，実際
は 10時に起きることがざらで，起きてから，
それこそ御飯も食べずに突っ走れるところまで
突っ走るみたいな感じです。仕事をしている時
と学びの時で生活スタイルは一緒というところ
です。
　仕事も学びも同じなので，私は気になったら
ずっと突っ走って，そのことばかり続けてしま
うので，仕事を数年やっているとまた学びたい
モードになるのです。ですから，数年おきに仕
事と学びの切り替えのタイミングがけっこうコ
ンスタントにやってきて，一回切り替わったら
また遅めの朝から夜中までずっと没頭するみた
いな感じです。
平本：なるほど。分かりました。多分，働いて
いる人の多くが，自分の仕事の中でこういうこ
とを学びたいなとか，あるいは，もう 1回大学
院に入り直して少しレベルの高い勉強をしたい
なと思うことがけっこう人生の中であると思う
のですけれども，なかなか実現しませんよね。
それは，今の仕事をどうしようとか，経済的な
問題もあると思うのです。保田さんはそういう
ところはどうやってクリアされたのですか。
保田：経済的なところでいくと，最初の留学の
時は，お恥ずかしい話，自力でどうにもならな
い部分もあって親に頭を下げたということもあ
りました。2回目の大学院は，実はユニクロさ
んからフル・スカラーシップといって奨学金を
いただく機会があったので，逆に言うとそれが
あったから行けたみたいなところは正直ありま
す。
　あと，私の場合は企業型の留学ではなく，全
部ゼロベースで自分で考えてだったので，奨学
金などを頼りにというところがありましたが，
仕事から勉強を選ぶ時に逃げにならないように
するということはありました。仕事で留学した
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いとか勉強し直したいといっても，今のキャリ
アを捨てるのは怖いみたいな相談を受けること
もけっこう多いのですが，きちんと明確な目的
がないと，どんなに勉強したいというマインド
になっても，それが仕事からの逃げなのかどう
かを自分で判断するフェーズがあって，学びを
絶対に次にまた就職する時に生かすという覚悟
が座らないと次に移行できないのではないで
しょうか。
平本：はい。どうもありがとうございます。
　今日，前半でお三方にお話しいただいたので
すが，それぞれの講演者のみなさまから，ほか
の方のご報告に対して何か質問やコメントなど
があればいただきたいと思います。どなたでも
けっこうです，誰々さんのこの話にこういう質
問とか，ここの部分は私も共感してこうだった
というのがもしあればお話しください。
斎藤：いいですか。
平本：歩さん，お願いします。
斎藤：保田さんは，北大に入って平本先生に出
会われて，それで現在のような道に進まれたわ
けですが，高校時代からどんな将来像を描いて
いて，北大でどうフォーカスが定まったのか。
なぜ北大の経済学部に入ったのか，経済学部で
何に気づかれたのかということを聞きたくなり
ました。
保田：北大からアパレルというのは割と異色
だったのですけれども，そもそも中高がたまた
ま私服校だったのです。なので，中学・高校か
らまずファッションが好きといいますか，何が
しかファッションに関わることをやりたいとい
うのは 10代からありました。
　じゃあ何で北大なのかというところなのです
が，服飾専門に行きたかったんです。ただ，弟
もいたので道内国立しか無理だと。そういった
家庭の事情もあって，親孝行も兼ねて，じゃあ
道内国立で頑張ってみようかと。ただ，北海道
は，例えば医大とか教育大とか商科大のように
割と専門のところが多いイメージを勝手に持っ
ていたので，やりたいことが「服好き」以外決

まっていなかったので，もう少し将来の選択肢
が広い総合大学がいい，みたいなところで北大
を選びました。
　平本先生のゼミを選んだのは服とはまた全然
別の観点で，けっこう人との関わりに興味が
あったので，企業の中でも組織論につながると
いうことと，単純に平本ゼミのゼミ見学でめ
ちゃめちゃ興味を引かれ，絶対ここに行きたい
と思って頑張って面接を受けたという感じで
す。
斎藤：ありがとうございます。私が北大生だっ
た頃，経済学部って「ひま経」って言われてい
ましたよね。
平本：ええ，ひま経と言われていました。
斎藤：ですから，こんな優秀な方が出てくると
いうのはすごくびっくりして。私の知り合いが
経済学部にいたのですが，そんなに優秀じゃな
かったですよ。
平本：そうですね。21世紀になって，世の中
が変わったことによって経済学部の人気が高
まったのではないでしょうか。（笑）
斎藤：びっくりしました。さっき桜木さんとも
しゃべっていたのです。
桜木：しっかりしてますね。びっくりしちゃい
ました。
斎藤：われわれ何てだらだらしゃべったのだろ
うみたいな。筋立てて話されていて。
桜木：私は，何をしゃべったか今もう覚えてな
いです。（笑）
平本：ほかに，何かお互いにご質問，あるい
は，ここのところはすごくいいお話だったと
か，そういうコメントでも構わないです。
桜木：保田さん，しっかりしていると言われる
ことが多いでしょう。
保田：平本先生は私のことをいろいろ知ってい
ると思うのですが，実際はけっこう抜けてい
て，私が今日資料を作ったのも資料がないと話
が抜けそうなので，あえて用意しました。お二
人のようにその場で柔軟に対応できる力，すて
きだなと逆に思って聞いていました。
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平本：卒業してから，この 16年ぐらいで非常
に成長したなと思います。
　保田さんのほうから，何かありますか。
保田：質問というより，それぞれお二方のお話
に出ていた共感軸のところで。まず桜木さんの
お話で，言葉どおりではないと思うのですが，
自分の価値基準を認められるのは年を重ねてか
らみたいなお話が出てきて，私これはすごく共
感しています。私も，道半ばではありますが，
10代から 20代前半は自分に自信が全くない時
期だったのです。それもあって，いろいろ模索
して今に至ったところがあります。さっきお話
ししましたが，ジョブホッパーと言われたり，
北大を出てから何でアパレルなのかとか，いろ
いろな意見に一々揺れ動いていたものが，今
やっとこういう場をお借りして少し自分のこと
を言えるようになったのも，お話ししてきた変
遷の賜物だなと思います。年を重ねてからとい
う部分はすごく共感しました。
　斎藤さんのお話は，複数の拠点とか重層的な
お仕事のされ方を経て今に至っているという，
その歩まれ方に対して，私もそういうふうに昇
華していきたいなと思いました。
　質問というより感想になるのですが，そんな
ことを感じながらうかがっておりました。
桜木：お話に出ていたブックカフェに桜木紫乃
の本を置いてください。よろしく。（笑）
平本：ありがとうございます。
　次に，お三方のお話を伺っていて幾つか共通
点があったのは，例えば歩さんと保田さんは，
点を結びつけていくと物語になるとか面になる
というようなお話をされました。あるいは，桜
木さんのお話で，北海道と内地の当たり前は全
然違うし，自分が住んでいる，ないしは生まれ
た土地の当たり前をきちっと肯定していく生き
方，暮らし方というか，それがとても重要なの
だというお話。そこら辺は今日のテーマを探る
上で大事なところだと思うのです。
　それで，保田さんも歩さんもいろいろなとこ
ろで働いてこられて，仕事があるところで働く

のか，働くところに仕事があるのかという問題
はけっこう重要だと思うのです。例えば北海道
に戻ってきたくても，仕事がなければ働けない
し，歩さんは北海道に仕事をつくってくれる方
がいらっしゃったから 2016年に戻ってこられ
たとおっしゃいました。保田さんは，最後は東
京の ICMGという企業に勤めていて，そこか
らフリーになって Uターンしたということ
だったのですが，働く場所に仕事がある，ない
しは仕事がある場所で働くというような観点
で，戻ってきたいけど仕事がないとか，逆に，
仕事については少し妥協してもいいから戻って
きたいとか，そういうようなことが多分人生の
フェーズの中でいろいろあると思うのですけれ
ども，何かそういう点についてコメントいただ
ければと思います。
　歩さん，保田さんの順でお願いできますで
しょうか。
斎藤：先ほどお話ししたように，大学を出た時
は仕事なんてなかったのですけれども，ここで
私がやることを仕事にしていこうと随分四苦八
苦しました。そうこうして何とか仕事になりか
けたのですが，さらに仕事にするにはというこ
とで東京に行きました。それが，20年ぐらい
たって戻ってきた時に，割とこの仕事が立派に
成長していたということはあるのじゃないかと
思います。
平本：それは，北海道の演劇環境が熟成したか
らということなのですか。
斎藤：そうですね。20年ぐらい時間がかかっ
たと思うのですが，数十年前は私ぐらいしか演
劇で食べている人間がいなかった。でも，帰っ
てきてみると，私より下の世代が複数名もう食
えているというふうになっている。さらに 10

年後はもうちょっと増えているのじゃないかと
いう。本当に少しずつなのですけれど。ただ，
あの時に何とかここで食っていくのだと騒いで
いなかったらこうなっていなかったのじゃない
かというのはあって。やはり時間のかかること
でもあるし，一人じゃ仕事はできないので。特
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に演劇は，空間を共有する仕事なんですよね。
　例えば桜木さんが物を書くと，出版されて，
翻訳をされれば，世界中に作品が飛んでいく
じゃないですか。
桜木：そうですね。
斎藤：でも，私らの仕事って手の届くところに
しか伝えられないのです。映画とか，映像表現
は別です。ただ，私がメインにしている演劇と
いうのは，そこにいる人としか一緒にできない
仕事なので，そのスピードはすごく遅かったの
じゃないかと思います。ほかの仕事だと，もっ
といろいろ可能性があるのじゃないかと思うの
ですけれど。
　札幌は漫画家の方も随分いらっしゃって，私
の知っている方もこっちで書いていて，もう世
界中に進出している人とかいらっしゃいます。
仕事にもよるのじゃないかと思います。
平本：おっしゃるとおりです。作家と演劇，舞
台で演じる方では全然違いますし，コンサルタ
ントもまた違いますよね。ですから，その仕事
による部分というのでしょうか，作家だったら
逆にリモートによって取材の時間が長くなって
しまった，というお話がありましたね。
　保田さん，桜木さんの順番でお話しいただい
てよろしいでしょうか。
保田：もし本筋とそれていたら申し訳ないので
すが，さっきのお答えとして，私は北海道に
帰ってきた時は明確に仕事が決まって戻ってき
たわけではなかったのです。というより，実は
決まりかけていた仕事があって戻ってくること
を決めたのですが，移るちょっと前に破談に
なって，どうしようともがきました。
　ただ，友達とか含め，Uターンしたいので
すが仕事をどうしようみたいな相談を受ける中
で答えていることは，この仕事しかもう自分の
天職はないと思うのでしたら，行く先でそう思
う仕事がないと難しくなってしまいます。どん
な仕事でも仕事をしている中で次の自分の興味
が広がっていくのではないですかとお伝えする
ようにしています。なので，移りたいのだった

ら，転職先がちょっと思っているのと違う仕事
だとしても，やってみたらいいと私は思ってい
ます。妥協して向き合うという意味ではなく
て，出会った仕事に対して，そこから何を得よ
うとするのかというのは業種を問わず自分次第
だと思っていますし，一見ちょっと寄り道のよ
うに見えたその仕事からまた次の仕事に転職す
る時は，もしかしたらもともと描いていた道に
戻れるかもしれないというのが実はあるので，
仕事に対して悩んでいるから，仕事がないから
移れないというのは一回横に置いて，ちょっと
移ってみたらということを言うようにしていま
す。答えになっていますか。
平本：ありがとうございます。
　桜木さんいかがでしょう。どこにいてもでき
るように一見思える仕事ですが。
桜木：そうなんですよね。今改めて考えたら，
私どこにいたって原稿を書けるのに，何でここ
にいるのだろうと思っています。
　私実は直木賞というのをいただいたことがご
ざいまして。
斎藤：知ってます。
桜木：知ってます？
平本：多分，全員ご存じだと思います。（笑）
桜木：あの時，次の受賞者が出るまでは私は何
とかこの「直木賞」という活字をあちこちに出
さなきゃいけないという使命感があって，次の
受賞者が出るまで半年ぐらい大層忙しかったの
です。その時に，1週間のうち，3日東京にい
て（東京には 3日いるのが限界だったのです），
2日帰ってきて原稿を書いて，また 2日東京に
行くというような暮らしをしていたのです。す
ごく短い間だったのですけど，すごく疲れ
ちゃって。
　それで，どこでも書けるのになぜここ北海道
にいるのか。それは一番仕事が進むのが自分の
家だったからです。自分の家には家族がいて，
私が忙しかろうが疲れていようが弁当を要求す
る子供がいて。その中で毎日出勤するように物
語の中に入っていくのです。毎朝毎朝出勤する
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ようにして昭和 50年代に行ったりきたりする
のですが，それをずっとやっていると多分私，
気がおかしくなると思うのです。それを引き止
めてくれるのが家族だったりするわけで，家事
と家族がぎりぎりで私を人間に保ってくれてい
たなと思います。
　今は大分楽になりました。
平本：なるほど。ありがとうございます。
　まさにそれは作家業のある種の特性なので
しょうか。
桜木：いろんな方がいます。いつもスマホで原
稿を書いているという人もいれば，一番びっく
りしたのは，山手線に 1日中ぐるぐるぐるぐる
乗り続けて 1本書いたという人。そういう人も
いるんですよ，本当に。だから，作家って一言
で言えない。みんなそれぞれの仕事のやり方が
あります。
平本：ありがとうございます。
斎藤：あと，ちょっといいですか。
平本：どうぞ，お願いします。
斎藤：純度の高い仕事と言うのが正しいのかど
うかわかりませんが，演劇を作る場合，東京で
作るといろんな大人の事情に取り巻かれていく
のです。稽古場を維持するだけで，物凄く不動
産価格も高いものですから物凄く資金が必要
だったり，スケジュールに合わせて劇場も物凄
く先まで押さえなきゃいけないとか，凄く狭い
稽古場で凄く大勢の人数で何とか作らなきゃい
けないとか，いろいろなことをクリアしないと
なかなか作れないのです。北海道の場合そうい
うことが少なく，純粋に作品に向かえるという
ことはよく言われています。
　映像と違って，演劇作品の場合，その作品の
本質に稽古場でちゃんと向かいやすいのは私の
場合札幌の稽古場なのです。ですから，東京で
芝居に参加したことはありますが，私が自分で
台本を書いて演出して東京で作ったことは実は
1回しかないのです。あとは全部北海道へ帰っ
てきて作っています。2016年にこっちに帰っ
てきてから増えている仕事が，東京で十何年も

一緒に仕事をしてきた面白い俳優たちを札幌に
呼んで新作を作るということを最近やっていま
す。今年も 9月に，桜木さんにも見ていただい
たのですけれど，私以外全員東京の演出家とス
タッフと俳優という芝居を札幌で作って，札幌
で初演したものを東京で公演するということが
そろそろ始まっています。
　あと，これは紹介してもしょうがないのです
が，一人知り合いになかなかいい役者だったの
ですが，東京でほとんど仕事がなくなってし
まったのがいて。そいつが悪いんですけれど
も，でも，いい役者なんです。そいつが，私が
こういう仕事をしているというので奥さんを連
れて札幌に引っ越してきちゃって，今，札幌で
演劇をずっとやっています。北海道に来てから
そいつは物凄く忙しくなっているんです。
　ですから，Uターンだったり Iターンだった
り，ほんとに純度の高い仕事，演劇にとって純
度というのかな，ちょっと言葉は難しいのです
が，そういう仕事をしやすい環境というのは
今，札幌のほうがあるのじゃないかと思うので
す。東京でそれを維持するためには，いろいろ
大変なことが多い。
桜木：例えば。
斎藤：ですから，相当お金を集めなきゃいけな
いんです。お金を得るために，いろんなビジネ
スをしなきゃいけない。それで，いろんなイン
タビューも受けたりとか，何かを映す時に必ず
ここに何かを背負わなければいけないとか，せ
りふにこの食品名を入れなきゃいけないとか，
いろいろあるのです。それは，面白がっていら
れないんですよね。
桜木：やらなければいけないということになる
のですね。
斎藤：それをやらなければ成立しないというの
がどうしてもあるのです。
平本：ありがとうございます。
　純度というのは，なるほどと思いました。研
究者の話なんて皆さん聞きたいかどうか分かり
ませんが，東京の大学に勤めている研究者と北
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大に勤めている私のような研究者とで，そこら
辺が違うのです。東京にいると，やはり最先端
の研究を追いかけなければいけないし，研究会
も頻繁にあるし，海外の有名な先生もしょっ
ちゅう招聘教員でいらっしゃるし，そういう研
究グループに巻き込まれて新しい研究の一部分
をいわば下請的に担っていかなければならない
し。北海道にいるとそういうしがらみがないの
で，好きなことをテーマにして好きなように
やって，そのかわり学会で評価されるかどうか
分からないですが，逆にノイズが少ない分，自
分が本当にやりたいと思う研究に打ち込めると
いうのは今の歩さんのお話にちょっと似ている
のかなと思いました。
斎藤：事の本質にしっかり向き合えるという。
その学問，社会科学にしても自然科学にして
も，北大というのはそういうことをやってきた
のじゃないかと私は勝手にイメージをしていま
す。同じ地球物理学でも，東大の地球物理学が
多分最先端の研究を行っている時に北大は何を
やっていたかというと，細かい岩石をちゃんと
積み上げて，試料をたくさん作って，毎年何ト
ンも捨てなきゃいけないぐらい拾ってきて薄片
を作っていたという話があったりとか，社会の
役に立たないかもしれないことをちゃんとやれ
るということですよね。でも，補助金を得よう
とするとか，お金をちゃんともらおうとすると
社会の役に立つことばっかり求められるのです
よね。
平本：すごくそれは重要なポイントだと思いま
す。
斎藤：演劇なんていうのは絶対社会に役立っ
ちゃいけないと思うのです。コロナになって，
不要不急とか言われたものですから，今大変な
んですよ。じゃあ必要必急な演劇を作るために
どうしたらいいかという。そうすると札幌市と
か北海道もお金を出しやすい。みんなそれを真
剣に考え始めているのですが，違うだろうと思
うのです。
　何か社会の役に立てようと思って小説書きま

すか。書かないですよね。売れたいとは思うの
でしょうけど。
桜木：いや。売れると担当が喜ぶなとは思いま
すね。あと，生活もちょっと楽になるんですけ
ど，そんなに大事は狙っていないです。
　というのは，小説の映画化でも，大規模な映
画，全国 200館で公開とか，そういうのってい
ろんな制約があってなかなか話が進まない。で
すから，全国 80館ぐらいの公開規模でいいの
じゃないかなって。
斎藤：それだって大きいですよ。
桜木：大きいですか。規模を見直すと話が早い
んですよね。なぜかというと，監督が好きに作
れるから。損得をあまりつきつめて考えると，
何か見失っちゃいそうで怖い。そこに何か北海
道性を感じるんですね。お金のことは大切だと
分かっちゃいるのですが。
平本：なるほど。
斎藤：何か好きなことというか，純度の高いと
いうか。平本先生の話からそうなったのですけ
れども，それが，例えば学問でいうと基礎研究
の部分だと思うのです。それがあるからこそ，
その先の，ステップに進める。まあ誰かの役に
立てるのかもしれないですけれども，基礎研究
なしにはそこに行けないのではないかと。
　演劇なんかもそうなのじゃないか。それに向
かえるのは，東京よりも私は北海道なんです。
平本：なるほど。ありがとうございます。
　保田さん，どうですか。役に立たないことを
やっているお二人がこういうふうにおっしゃっ
ていますけれども。
保田：とんでもないです。
　東京でも，札幌でもコンサルをやっていて思
うのは，札幌に来てからのほうが仕事の幅が広
がったということです。それは，もちろんフ
リーになったということもあるのですが，自分
の仕事のパフォーマンスが札幌に来てからのほ
うが正直上がったなと思っていますし，北海道
ならではの仕事に出会えるようになったりしま
した。
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　先ほど pooolという本屋さん（café）の説明
をしましたが，多分，東京でコンサルとして働
いていたらああいう仕事はもらえなかったと思
うのです。経営者との議論だなんだみたいな話
に集約されてしまうのですが，逆に北海道だと
東京でビジネスをやっていてフリーランスで
戻ってきた人がそう多くない部分もあるので割
と札幌の幅広い職種の人からご相談をいただい
たりして，仕事の幅も広がってきましたし，や
はりゆったりとした環境で仕事ができるという
意味で自分自身の効率も上がり，札幌に戻って
来てよかったなというところです。
　かつ，北海道というか，特に札幌になると，
斎藤さんのお話にもあったように，下手に東京
に住んでいろいろ移動するより，家でがっつり
リモートで仕事をしながら必要に応じて 10日
間とか缶詰の出張ベースで東京に行って，みっ
ちりミーティングして戻るというほうが効率も
いいですし，濃い打合せができたりするのでビ
ジネスの観点でもけっこういいとこ取りできる
のじゃないかと，仕事の種類を問わず思うこと
は多いです。
平本：はい。ありがとうございます。
　そうなのですよね。先ほど歩さんもおっ
しゃった，リモートでできる仕事だったらそう
いういいとこ取りが成立するのですが，舞台・
演劇なんかになるとそれができないという面が
あるのですが，一方で，時代はリモートだなん
だというふうになっています。演劇界で，そう
いうような方向に対しての何か新しいイノベー
ションなどは模索されているのですか。
斎藤：私はすごく今回のコロナ禍で，こういう
ことも試さなきゃいけないのじゃないかとか，
配信ということにみんなが随分トライしたりし
てきました。じゃないと，もう手も足も出な
かったですから。あと，リモートならではの，
例えば zoomの画面がいっぱいあるところで作
れる演劇みたいなことを試した人はいました。
ただ，それできっちりとチケットが売れて収益
が上がったという話は実は一つも聞いていない

です。ですから，やはりお客さんが目の前にい
ないとどうにもならないビジネスなのだなと改
めて思います。
　リモートでやっているものを皆さんが配信で
見るという，それは映像なんです。私は映画の
仕事もやっているので，映像作品をお客に提供
するためには物凄い準備と物凄い技術が必要
で，あと仕上げにも物凄く時間とお金をかける
のです。それで映画館などで見ていただく作品
を作っているので，それは映像作家の仕事なの
です。それを，舞台をやっている人間がちょ
ちょっと撮って，ちょちょっとまとめて，ちょ
ちょっと出してもお客さんに提供できるクオリ
ティのものになるわけがないというのは私が当
初から言っていたことで，私の場合は緊急避難
的に使っただけです。
平本：なるほど。今のお話を大学の現場に当て
はめると，いわゆるオンライン授業なんていう
のはけしからんということになりますね。何故
かというと，映像も素人で，しゃべりも素人の
大学教授が小さなカメラに向かってぼそぼそと
授業をやって，それを 90分間おまえら聞けと。
それでは学生は不満に感じるし，ある東京の大
学では授業料返還訴訟も起こっていますけれど
も，そういうことになるのは当たり前だなと。
　オンライン授業というのは，可能性はもちろ
んあるのですが，いいかげんに作ったものは駄
目なのと，あと，しゃべる立場からいうと，今
対面で 150人ぐらいの学部の授業をやっていま
すが，やっぱり反応が分からないとなかなか対
応できないという部分はありますね。それは演
劇と少し通ずる部分があるのかなと思ってお話
を伺いました。
　残り 15分ぐらいになりました。今日はオン
ラインで道外の方にも随分ご参加いただいてい
るので，北海道で暮らして働くということに関
してのメリットについては今までたくさんお話
しいただきましたが，逆に課題というか，こう
いう点はまだ少し足りない部分があるのじゃな
いか，こんなところがよくなるともっとよくな
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るのじゃないかということ。もちろん，桜木さ
んのように不満はあまりないのだというのは，
それはそれでオーケーだと思いますし，その場
合もっとここがこうなるともっとよくなるのだ
けどということでもいいと思うのです。道外の
方が北海道に来ていただけるように，こうなっ
たらもっとよくなるというようなこと，あるい
は現状で少し問題がある点などがあればお話し
いただきたいと思います。
　桜木さんからでいいですか。
桜木：北海道にどうやったら人が来てくれる
か。
平本：ええ。ないしは，北海道で暮らして働く
ことは，現状で満足なのですが，ここら辺が足
りていないとか。
桜木：あのですね，北海道の出版社はもう
ちょっと頑張ったらいいと思います。「ひとり
出版社」というのが全国に今できています。そ
れで，いろんなスキルを持った人が編集長であ
り社長だったり，そういうことを「ひとり出版
社」はやっていて，本は，はっきり言うと一人
でも作れます。書いて，それを校閲，編集して
印刷，で，販路があれば。
　それが，今，北海道発信で北海道の絵本とい
うのも作ってみましたけれども，その販路をあ
くまでも東京中心で考えるからいけないと思う
のです。あそこは土地が高くて，自分の本を面
で平置きにしてもらう時に，「おまえ，土地代
幾らだと思っているんだ」って私すごまれたこ
とがあるんですけれど，今いろんな売り方があ
るし，いろんな宣伝の仕方があります。
　それで，私も今模索中ですけれども，さっき
もおっしゃっていたように面で繋がって北海道
から全国に発信できるものを，ちゃんとしたレ
ベルに持っていかなければいけないなと思うの
です。
　ですから，全国の方，北海道でも仕事はでき
ますし，どうぞ北海道で出版社を開いてくださ
い。
平本：はい。ありがとうございます。

　出版社の創業を考えている方，ぜひ北海道に
おいでください。
　では，歩さん，お願いいたします。
斎藤：やっぱり北海道は移民の土地なんですよ
ね。私も，父方でいうと 3世なのです。祖父が
丁稚で札幌の商家に入って，その家の人がちゃ
んと学校を出してくれて，それで，祖母と出
会って父親が生まれた。母方も 4世なんです。
まだ若いですよね。
　この間，イベントの関係で栗山の取材を随分
しましたら，あちこちで夕張の話も出てきまし
た。よそ者が，一攫千金を狙った人もいるので
しょうけれども，いろんな人がやってきてこの
土地をつくったということは実はいまだに変
わっていないのではないかと思っています。な
のに，北海道で生まれ育って，ここでこの仕事
をしている人は，なぜか自信に満ちているんで
すよ。「すごいべや，北海道は」「何がよ」「北
海道すごいべ」，もう自慢するんです。よそへ
行ってみてごらん，確かに自慢できる素材はあ
るけれど，もっと仕事のスキルを上げないと勝
負できないよということをもっと知ったほうが
いいのじゃないかと思うのです。そういう点で
ちょっとのんびりし過ぎている部分はあるので
すが，そのおおらかさが魅力であるというのは
言えると思います。しかし，例えばドラマを撮
る，映画を撮るということになっても，北海道
にだけいたからか，経験がないからか人材が
育っていない。それで，演劇を作ろう，作品を
作ろうとすると，それだけのスキルを持った俳
優がまだそうはいない。それで，やはりよそか
ら呼んでこなきゃいけないという現状があるの
で，東京ほど才能は集まっていないと言えま
す。経験が足りないからなのだと思うので，今
後粘り強く続けていって経験を増やしていけ
ば，もっとすばらしいものができる。まだ途上
ではないかという気がします。
平本：なるほど。ありがとうございます。
　北海道はものづくりが弱いと言われていて，
自動車の部品メーカーは幾つかありますが，完
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成車両は作っていないのです。それとちょっと
似ている部分があるのかと思いながらお話を伺
いました。
　保田さん，いかがでしょうか。
保田：今の斎藤さんのお話に近いかもしれない
のですけれど，私は，開かれたコミュニティの
数と濃度を濃くしていかないといけないのでは
ないかと思っています。物理的な人数もありま
すが，東京には，ここに行けばいろいろな面白
い人と会えるみたいな場所がけっこうあるので
す。北海道は，あまりまだぱっと思いつかない
なというのは正直あって，面白いことをしてい
る人や考えている人は絶対たくさんいるのに，
束になっていないというか，束になっていると
したら，ほんとに北海道の人で閉じてしまって
いるというか，そこがもったいないなとすごく
思っています。
　ですので，あまり垣根なく，北海道自体に興
味を持っている人は絶対たくさんいるので開か
れたコミュニティをどんどんつくっていく。そ
れは，北海道の人が主になってもいいし，外の
人が北海道でそういうことをやろうとしていた
ら，そこに北海道の人も乗っかってほしいなと
いうのはあります。
平本：なるほど。それはいいコメントかと思い
ます。どうもありがとうございました。
　もう時間がなくなってしまいましたが，せっ
かくですので，フロアのみなさまで今日のパネ
リストお三方に何かお尋ねしたいことがあれ
ば，お一人，お二人。いかがでしょうか。手を
挙げていただければ。
　作間先生，お願いします。
作間：今日は，とても刺激になるお話をいただ
きましてありがとうございました。
　一つ質問させていただくとするならば，私も
学生時代東京ですごし，札幌に帰ってきたとい
う立場ですけれども，現状に満足しながら，で
もどこかで，やはり経済あるいは政治の中心で
あり，あるいは文化的にも札幌よりも規模の大
きい東京というものを向こうに見た時に，自分

の中の職業人としての例えばスキルが札幌にい
ると取り残されてしまうのではないか，成長し
ていないのではないかという焦燥感，あるいは
恐怖のようなものを感じることがないわけでは
ありません。
　今日のパネリストの先生方は，その辺をどの
ようにお感じになるのか。あるいは，それは感
じる必要がないことなのか。その辺をお聞きし
たいと思います。
平本：ありがとうございます。
　東京という都会に対して，取り残されてしま
う可能性というか焦燥感のようなことについて
一言ずつ。
　では，桜木さんからお願いできますか。
桜木：ありません。取り残されるとしたら向こ
うだと思ってやっています。「ついてこいよ」
みたいな気持ちです。（笑）
平本：力強いお答え，ありがとうございます。
　歩さん，お願いします。
斎藤：私，北海道に帰ってきて最初に北海道新
聞を読んだ時，大丈夫なんだろうかと思ったん
です。こんな話ばっかりでって。しかし，住ん
でいたら，もうこれでいいんですよね。ただ，
私は十何年も東京に行っているからこういうこ
とが言えるのかもしれません。ですから，ちゃ
んと外も知っておいたほうがいいのじゃないか
ということを私は札幌の演劇人には言っていま
す。
平本：ありがとうございます。
　保田さん，どうですか。
保田：私も，まさに今同じ悩みを抱えていまし
た。別に札幌に住んでいるから取り残されるわ
けではなくて，そのマインドが自分の中から消
えた時に取り残される可能性があると思ってい
るので，今のご発言にあるように，焦っている
とおっしゃっている時点で多分取り残されては
いなくて，札幌にいながらいくらでも人や情報
にリーチしていけば，札幌に住むことで取り残
されることではないという感覚です。
平本：ありがとうございます。
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　一度外を経験したほうがいいというのは事実
だと思うのです。
　桜木さんは北海道からお出になったことがな
いとおっしゃいましたけれども。
桜木：私の場合は，ここから出なくても出来る
仕事をしているというだけなのですよね。
平本：もちろんです。
　私は，北海道の学生さんには，どのタイミン
グで越えるかは別として，1回は津軽海峡を越
えなさいとは言っています。1回外を見ると，
良さも悪さも含めて北海道を相対化できるので
はないかと思っています。
　もう一方ぐらいいかがでしょうか。ございま
せんか。
　なければ，オンラインでお一人ご質問されて
いる方がいらっしゃいまして，これは保田さん
へのご質問なのですけれども，先ほど東京の仕
事が 7割ぐらいだとおっしゃっていましたが，
札幌から東京の仕事はどうやって探しています
か。もし札幌ではなく北海道のより地方の町や
村住まいだった場合に，仕事面でどのような違
いが生じるでしょうか。例えば札幌のブックカ
フェには立ち寄れないよねというご質問なので
すけれども，いかがでしょうか。
保田：個人の話でいくと，東京の時の知り合い
経由でけっこう仕事の相談などが来ているの
で，東京の仕事の中でそういう探し方，出会い
方が多いですし，東京で一つ二つ仕事をつかま
えた時に，そこから派生して知り合った方経由
でまた仕事のお話をいただいたりというよう
な，自分で営業をかけてというよりは，出会っ
たり取り組んだりした中で連鎖してということ
が個人的には多いということです。
　札幌とほかの都市との違いというところで
は，先ほどの効率性の話もあるのですが，どう
しても東京にいながら東京の中の移動で時間を
取られてしまうような話と一緒で，やはり東京
を含めいろんなところに行脚するのに，リモー
トでわざわざ北海道に住んだのに結局いろんな
移動とか含めて効率を削がれているようなこと

はあったかと思いますが，それは職種によるの
ではないかと思います。
平本：はい。ありがとうございます。
　もう一方だけオンラインで。99年工学部卒
業の北大 OBの方なのですけれども，現在埼玉
にお住まいで，埼玉県に両親がいらっしゃる。
それから東京にも自宅があるので，北海道に移
住することはハードルが高い。でも憧れの札幌
への移住を果たすためにはどうすればいいの
か，コメントがあればいただきたいというご質
問です。
　なかなかこれは難しい質問なのですけれど
も，どなたかお答えくださる方いらっしゃいま
すか。
斎藤：札幌のことはご存じですね。北大にいら
したら。
平本：恐らくそうだと思います。
斎藤：そんなに憧れているのなら，やってみた
らいいのじゃないかというぐらいしか言えない
ですけれども。
平本：桜木さんも，そうですか。
桜木：それこそ，そこに行って仕事を探すの
か，そこに仕事があるから行くのか。やりたい
ことがここにあればよいのでは。どっちが先な
のでしょうね。
平本：そこですよね。
桜木：北海道に行きたいのが先にあって，で
も，思ったような仕事に就けない。夢破れちゃっ
て，札幌が嫌いになったら困りますよね。
斎藤：そうですよね。決め方ですよね。
　私は，両親は千葉県にいたのですが，結局北
海道に来ちゃったんですよね。でも，向こうで
不動産を買っちゃったんです。そうすると，向
こうを売却すると，こっちでかなりのものを買
えるんです。こっちに移住できたきっかけは二
子玉川でちゃんと不動産を買っていて，そして
それを売ってみたら高くなってびっくりしたん
ですよ。
桜木：そうなんだ。
斎藤：そうなんですよ。それがあったことも決
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意できたことの一つで，あっちで売れたもので
こっちでものを買うと，お釣りどころか全然違
うんです。物価がね。思い切れば，多分こっち
のほうがいろいろな意味でお釣りが来る可能性
はあるのじゃないかという気がします。
平本：そうですね。ありがとうございます。
　保田さん，コメントありますか。
保田：多分，ご家族などのことを含めて一気に
ゼロから 100に来る覚悟を持てれば一番いいで
すが，持てなかったら単身赴任とか，お仕事で
出張の機会を増やすとか，何でもいいので，ま
ず札幌に具体的に来る機会を頑張って増やし
て，やっぱり札幌がいいというマインドがいろ
んなハードルより高くなったら移住するという
ステップを踏むのはどうでしょうか。
平本：はい。ありがとうございます。すばらし
い。
斎藤：正しい答えです。
平本：ちなみに，オンラインでは参加者の方か
ら，やらない理由よりも，やる理由を探したほ

うがいいのではないでしょうかとか，今，歩さ
んがおっしゃったのと同じように，札幌以外の
土地もありますよ，もっと札幌より物価が安い
ところ，土地の値段が安いところもありますか
ら，いろいろ選択肢があるのではないでしょう
かというようなアドバイスもいただいておりま
す。ご参考になれば何よりだと思います。
　私のタイムマネジメントが悪くて時間が 9分
ほど超過してしまいましたが，これで今日のシ
ンポジウムを閉じさせていただきたいと思いま
す。
　会場のみなさま，そしてオンラインでご参加
のみなさま，長時間にわたりお付き合いいただ
きまして，また，ご質問やコメントをいただき
ましてありがとうございました。
　パネリストお三方に非常に面白い，そして中
身のあるお話をいただいたことで今日のシンポ
ジウムを大変有意義に閉じることができると思
います。
　どうもありがとうございました。（拍手）
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